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雨
上
り
山
紫
陽
花
の
道
涼
し

墓
の
蝶
霊
あ
る
如
く
舞
ひ
立
ち
ぬ

か
な
か
な
に
今
日
も
暮
れ
ゆ
く
丘
に
侍
ち

草
苺
ふ
く
ん
で
見
た
き
程
に
熱
れ

墨
磨

っ
て
丁
寧
に
書
く
新
茶
古
茶

老
の
手
の
震

へ
る
昼
飾
冷
奴

打
水
の
程
に
夕
立
路
地
濡
ら
す

向
ひ
家
に
気
を
配
り
つ
つ
水
を
打
つ

夏
暖
簾
遺
句
の
染
ま
り
て
お
り
し
か
な

草
苅
れ
ば
姫
百
合

一
つ
又

一
つ

父
の
日
や
雀
は
エ
サ
を
子
に
運
び

鳴
滝
の
山
よ
り
落
ち
る
滝
は
霧

そ
こ
ら
じ
ゅ
う
水
撒
き
散
ら
し
裸
の
子

打
水
を
し
て
来
客
を
待
つ
夕

合
歓
の
花
眠
り
て
今
日
も
暮
れ
に
け
り

岩
肌
を
伝
ひ
て
落
ち
る
清
水
掬
む

蝿
叩
き
つ
つ
父
の
事
母
の
こ
と

宿
願
の
野
大
根
の
種
子
少
し
取
り

肥

後

狂

句

足

強
　
　
　
さ

打

ち

冠

り

強
　
　
　
さ

さ
ア
ど
う
ぞ

疼
　
　
　
く-6月 30日 現在―

人  口

9,740人 晏報
′
|リト

「
リ

オ
ト

青
春
の
無
ア
車
椅
子

涙
は
腹
で
流
す
奴

何
ン
の
水
垢
離

（み
ず
ご
り
）
祈
願
か
な

浮
動
票
ま
で
一
人
占
め

田
楽
芋
も
食
べ
加
減

比
島
で
受
け
た
足
の
傷

弘

保
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司
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史
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史
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＜
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∈

4,734メ、
5,006人

・・ 2,635世帯数…

転入 28

転出 33

出生 11

死亡  5
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野
尻
　
里
女

野
尻
さ
だ
む

瀬
井
て
る
女

瀬
井
せ
ん
女

草
村
　
鶴
代

熊
谷
起
代
女

熊
谷
　
つ
子

馬
原
そ
の
女

甲
斐
　
菊
江

藤
井
秋
雪
女

福
間
　
宮
女

熊
谷
　
紫
雲

熊
谷
こ
う
女

江
良
あ
や
女

草
村
あ
つ
代

野
尻
　
誓
道

馬
原
　
岳
人
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琴
司

南
天

馬
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強
　
　
　
さ

″

さ
ア
ど
う
ぞ

降
り
込
ま
れ

打

ち

冠

り

降
り
込
ま
れ

さ
ア
ど
う
ぞ

強
　
　
　
さ

（ご
×
寄
×
付
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
々
か
ら
心
温
か
い
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

∧
町
社
協
分
∨S52.6.16～ 7.15受 付

(出生児)(性別)(生年月日)

女
子
だ
て
ら
の
ョ
ッ
ト
旅

夜
ア
墓
原
ギ
メ
で
無
ア

待
ち
く
た
び
れ
た
刺
身
皿

高
ア
傘
代
だ
っ
た
ね
―
―

忘
れ
ら
れ
と
る
道
じ
る
べ

有
る
し
こ
飲
ん
で
足
ら
ん
酒

玄
関
で
茶
の
出
せ
ま
す
か

さ
ぞ
う
眼
鏡
の
重
か
ろ
う

一
一
月

林
　
　
不
忘

田
上
黙
公
子

林
田
　
端
子

″

▽
高
森
、
横
町
の
村
上
智
恵
子
さ
ん
か

ら

（夫
、
勝
志
さ
ん
。
４５
歳
死
去
）

▽
芹
日
の
佐
藤
秀
武
さ
ん
か
ら

（母
、
ナ
ミ
エ
さ
ん
。
５８
歳
死
去
）

▽
永
野
原
の
工
藤
西
男
さ
ん
か
ら

（妻
、　
ハ
ル
エ
さ
ん
。
２３
歳
死
去
）

▽
高
森
、
横
町
の
長
山
吉
彦
さ
ん
か
ら

（母
、
千
代
さ
ん
。
８４
歳
死
去
）

〉
色
見
、
西
丁
の
宇
藤
朋
喜
さ
ん
か
ら

（母
、
ツ
ヤ
ヲ
さ
ん
。
８５
歳
死
去
）

▽
尾
下
の
小
林
ヲ
ソ
エ
さ
ん
か
ら

（夫
、
護
さ
ん
。
７０
歳
死
去
）

∧
そ
の
他
∨

▽
老
人
ク
ラ
ブ

「
明
寿
会
」
は
、
大

字
永
野
原
の
吉
川
実
さ
ん
か
ら
香
典
返

し
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〉
上
在
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
上
在
の
後
一

藤
忠
昭
さ
ん
か
ら
香
典
返
し
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
矢
津
田
の
本
田
三
学
さ
ん
は
、
老
・

人
ホ
ー
ム

「
湯
の
里
」
へ
梅
干

一
樽
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

▽
高
森
上
在
の
大
野
末
久
さ
ん
は
、

老
人
ホ
ー
ム

「湯
の
里
荘
」

ヘ
タ
オ
ル

百
本
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
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上村 秀幸

住吉 只二

岩下 雅文

林 今朝一

工藤 西男

工藤  隆

二子石一人

生

亡

林
田

園児が元気に
ミ
はだか体操ミ

本格的な夏を迎え、いま高森保育園 (杉 田紀久子園長、 150
人)は、はだか体操で子供たちの体力づくりを行っています。

登園後の自由遊びが終わると、全園児がはだかになって中庭に

集まり、 レコー ドの リズムに合わせて手足を伸ばしたり曲げた

り、どの子らも元気いっばいです。はだかの体操が始まってか

ら泣き虫や弱虫もすっかり姿を消しました。

第 216号

日召禾口52年 燎絋月機 (遺 族)(続柄)(死亡者)(無 )(年 月
日

永野原

芹 ロ

菅 山

永野原

宇藤 朋喜

高倉 清子
三井 治男

後藤今朝廣

松尾 勝熊

工藤 西男

佐藤 次春

富永 栄一

吉川  実

富永  譲

小林ヲソエ

江崎ヨシエ

田上一二三

宇藤ツヤヲ

高倉  光
三井 里香

後藤 忠昭

松尾チヨカ

エ藤ハルエ

佐藤ナミエ

富永二美子

吉川 ミヨシ

富永チヨシ

小林  護

江崎松太郎

田上 浩和

母

夫

長女

5男

妻

妻

妻

4女

養母

祖母

夫

夫

長男

丁

原

神

在

町

中

西

東

大

上

横

山

下

留

原

菅

尾

津

河

８
月
２８
日
　
後
　
藤
　
医
　
院

南
阿
⑦
０
０
１
９

９
月
４
日
　
平
　
田
　
医
　
院

高
森
②
０
２
１
６

０

０

０

０

０

⑩

蠅
けＱ
『一一

８
月
１４
日
　
本
　
田
　
医
　
院

一

高
森
②
０
０
１
６

一

８
月
２１
日
　
藤
　
本
　
医
　
院

一

南
阿
⑦
０
０
２
〇

一

お も な 内 容

○ 私たちの町役場 (役場職員の事務分掌)

○ 急増する成人病。 (昨年の死亡統計)・…

○ みんなの施設「町民センター」・・…………

○ 婦人会が「町政を聞く会」ひらく・………

○ 高森の歴史散歩・郷土の博物誌……………

○ みんなの広場 。解放の力……………………

○ 町民文芸。おめでたおくやみ………………

おめでた おくやみ

鶉
珈
鰊
輻
同

マ

|
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岬端

「ポスター」

高森小 4年 津 留 優 祐

年
二
月
十
四
日
、
埼
玉
県
狭
山
市
入
　
　
野
球
の
好
き
な
彼
は
、
野
球
道
具

間
川
駅
近
く
に
住
む
石
　
　
■
‥
‥
‥
」
　

　

　

を
買
い
、　
″菅
四
ジ
ャ
イ

釧稼ゆ一歓鵡設・し障謎　　一・わ́
一‐一“　″″やつ′′浸一れ一チ・「あム

リ
の
バ
ラ
ッ
ク建
て
の
　
　
一
二ノ」
一
　
一　
　
る
。

つ家れば猟隷眩働いい。　一
・、コ
　̈一吟　　養卿抑〓計は．解がＭ・御

父
は
、
あ
ら
ゆ
る
日
　
「
丹
コ
一　
印
．　
は
、
兄
と
と
も
に
ト
ビ
職

晰いけ用は州働た一̈
　
一一〕一̈
　一親　　̈
時峰ヽ
を̈
篠い計^ｒ

獄鍛・嚇浸瑯州姫は雌　　一̈
鵬̈
一　一囲　　」計に̈日型漣絆一朝̈
一Ⅷ辞

つす
」
隻
」
嚇
飼
観

・̈
働一　
一
一右
「
　̈
一榔
　
　
る
プ
安
定
な
収
入
と
、
極

糧
難
は
全
国
的
な
も
の
　

中
差

判

¨

．「
　

度
の
貧
困
の
中
で
、

一
家

で
あ

っ
た
が
、
フ
ス
マ
　

一
山

裁

｝

一　
　
七
人
を
支
え
る
た
め
、
必

（小
麦
を
粉
に
引
く
と
　

一
狭

別

”
‐

‐
　

死
に
働
い
て
き
た
と
い
う

き
出
る
穀
肉
の
皮
）
ま
　
　
一
‥
…
…
■
　
　
　
　
の
が
事
実
。
石
川

一
雄
さ

で
食
べ
た
と
い
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
ん
の
生
い
た
ち
で
あ
る
。

七
、
八
歳
の
こ
ろ
か
ら
、
小
学
生
　
　
石
川
青
年
は
す
で
に
三
十
八
歳
、

の
兄
と
開
墾
に
専
念
、
四
年
生
に
な

　

一
日
も
早
く
無
実
が
証
明
さ
れ
、
暗

る
と
父
と
日
雇
い
労
働
に
出
か

け
　
い
獄
中
か
ら
解
放
さ
れ
な
け
れ
ば
な

た
。
水
汲
み
、　
た
き
ぎ

拾
い
、　
開
　
ら
な
い
。

墾
、
賃
仕
事
と
い
う
よ
う
に
、
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

の
た
め
の
仕
事
に
追
わ
れ
、
ほ
と
ん

ど
学
校
に
行
け
な
か
っ
た
。

高
森
城
主
、
伊
予
守
の
戦
死
の
場
所

は
清
栄
山
麓
に
広
が
る
岳
陵
地
帯
の
通

称
、
黒
岩
峠
と
い
わ
れ
る
草
原

一
帯
と

さ
れ
て
い
る
。

戦
い
敗
れ
た
伊
予
守
が
揚
め
手

（裏

門
）
か
ら
険
阻
な
外
輪
山
の
隠
道
を
裏

道
伝
い
に
こ
こ
ま
で
逃
れ
て
き
た
の
は

二
十
数
キ
ロ距

っ
た
豊
後
竹
田
の
志
賀
氏

を
頼
る
べ
く
豊
後
街
道
に
面
し
た
黒
岩

峠
の
こ
の
道
を
選
ぶ
た
め
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
彼
が
た
ど
り
着

い

た

と
き
に

は
、
す
で
に
勝
ち
誇

っ
た
島
津
軍
が
先

回
り
し
て
待
ち
受
け
て
い

た

の

で
あ

る
。
今
、
こ
ん
も
り
と
繁
る
杉
林
の
一

角
に
苔
蒸
し
た
伊
予
守
の
塚
石
が
約
四

百
年
の
星
霜
を
経
て
静
か
に
眠

っ
て
い

る
。

町
で
は
七
月
十
日
付
け

で
課
長
二
人
を
含
む
十
人

の
異
動
を
発
令
、
併
せ
て

文
書
広
報
係
長
　
岩
下
　
弘
三
―

谷
川
み
さ
子

（文
書
広
報
全
般
）
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
元
男

町

民

課

長
　
　
小
嶋
　
　
猛

戸
籍
住
民
係
長
　
合
志
　
盛
隆
―
―

甲
斐
　
敏
文

（戸
籍

。
外
人
登
録
）

第

一
福
祉
係
長
　
芹
口
　
誓
彰
‐
一‐ ―
赫
林
野

鰍
一螺

第
二
福
祉
係
長
　
後
藤
サ
カ
エ
ー
ー

村
上
　
源
喜

―

ユ

記

　

笙

た

（保確節坐麟叛
　馬原　岳
夫―
一‐
離劉
須劇
Ｌ

Ｉ

一〓て
書

　

・嘔

専

一
　

ず

オ

　

フ

十

国

保

係

長
　
相
馬
　
忠
幸
―
丁

橋
本
　
和
則

（国
保
全
般
）
　
　
　
　
　
　
　
一―
橋
本
今
朝
子

国
民
年
金
係
長
　
岩
下
　
生
人
―

‐
二
子
石
三
治

（年
金
全
般
）

税

務

課

長
　
甲
斐

　

新

課

税

係

長
　
工
藤
　
幸
則
―
一　
耳
表
｝

（課
税
全
般
）
　
　
　
　
　
　
．―
呼
裂

・―

同

哀

（徴雌ば
鍮ぱ
預　岩
下　靖
彦⊥
‐
出
側

細
蹴
肇
雛　加藤　貞治

産

業

係

長
　
一
一子
石

（産
業
全
般
）

農

地

係

長
　
甲
斐

（農
委
全
般
）

第

一
庁
舎

（
一
階
）

色
見

本

田

耕

亮

こ
こ
に
異
説
が
あ
る
。
伊
予
守
は
そ

の
と
き
生
き
残
り
、
豊
後
竹
田
に
無
事

落
ち
延
び
た
と
―
。
今
日
、
そ
れ
を
伝

え
る
正
史
が
な
く
、
選
択
に
迷
う
が
、

や
は
り
そ
の
と
き
に
戦
死
し
て
い
る
の

が
本
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

筆
者
は
天
正
十
二
年
第

一
次
合
戦
の

町
税
賦
課
調
査

納
税
通
知
発
送

町
税
徴
収

・
督
促

軽
自
動
車

。
徴
収

彼
は
五
年
生
の
と
き
か
ら
農
家
に

住
み
込
み
で

子
守
り

奉
公
に

出
た

り
、
靴
屋
に
奉
行
に
出
た
り
し
た
。

六
年
生
に
な
る
と
、
農
家
へ
住
み
込

ん
で
働
い
た
。
十
五
歳
で
漬
物
屋
ヘ

替
わ
る
。
朝
は
四
時
起
床
、
夜
は
十

一
時
ご
ろ
ま
で
働
か
さ
れ
た
。
十
六

歳
か
ら
十
八
歳
ご
ろ
ま
で
は
家
に
戻

っ
て
上
方
仕
事
、
農
家
の
日
雇
い
、

飯
場
の
住
み
込
み
な
ど
を
や
っ
た
。

●   ●

●   ●

′′

コ

出
し
ノ′

私
た
ち
が
ゴ
ミ
収
集
に
回

っ
て
、
う

れ
し
く
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
雨
の
日
に
は
、
決
ま
っ
て
出
さ
れ

た
ゴ
ミ
に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
覆
を
か
け

て
あ
る
隣
り
組
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ゴ
ミ
焼
却
の
過
程
で
一
番
困
る
の

は
不
燃
物
と
燃
焼
物
が
混
入
し
て
い
る

場
合
と
、
ぬ
れ
た
ゴ
ミ
が
あ
る
場
合
で

す
。
雨
に
ぬ
れ
た
ゴ
ミ
や
食
品
の
暦
類

は
焼
却
能
力
を
低
下
さ
せ
る
ば
か
り
で

な
く
、
機
械
の
故
障
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
よ

う
に
工
夫
し
た

″
ゴ
ミ
出
し
″
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
な
ら
幸
い
で
す
。

一
部
機
構
改
革
を
行

い
ま
し
た
。

事
務
の
効
率
化
を

め
ざ
し
、
従
来
の
福

祉
係
は

「福
祉
第

一

係
」

「福

祉

第
二

係
」
の
二
係
制
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
月
は
、
各
係
の

配
置
図
と
職
員
の
事
務
分
掌
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

役
場
職
員
の
事
務
分
掌

岩
下
　
八
東

瀬
井
　
浪
夫

内
田
　
秀
憲
―
会
計
係
長

甲
斐（歳

一
務

課

長
　
　
本
多
　
典
生

行

政

係

長
　
宮
地
　
悦
也
―

‐
佐
伯
恵
美
子

（行
政
全
般
）

財

政

係

長
　
谷
川
　
元
清
―
―

阿
南
　
哲
也

（財
政
全
般
）

秀

和

と
き
、
竹
田
志
賀
氏
の
援
助
に
よ
っ
て

高
森
方
が
勝
利
を
収

め

た

と
述
べ
た

が
、
実
は
そ
の
時
点
で
高
森
伊
予
守
の

島
津
寝
返
り
を
恐
れ
た
大
友
方
は
、
志

賀
氏
を
通
じ
て
人
質
を
要

求

し
て
い

る
。
伊
予
守
は
人
質
と
し
て
子
息
源
次

郎
を
豊
後
に
送
り
届
け
た
の
で
、
志
賀

氏
は
彼
を
直
入
郡
松
本
に
居
住
さ
せ
、

天
正
十
五
年
の
秀
吉
の
島
津
征
伐
ま
で

豊
後
に
住
ま
せ
て
い
る
。
後
世
、
伊
予

守
の
生
存
説
が
伝
え
ら
れ
た
原
因
は
子

息
源
次
郎
と
の
混
同
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
に
か
く
悲
惨
な
敗
者
の
歴
史
は
、
え

て
し
て
後
世
に
正
確
に
残
ら
な
い
も
の

だ
。　
一
方
、
勝
者
側
は
そ
の
一
族
に
よ

っ
て
、
後
の
世
ま
で
は
な
ば
な
し
く
戦

功
が
伝
え
ら
れ
る
の
だ
。
こ
こ
に
冷
酷

な
歴
史
の
現
実
が
あ
る
。

さ
て
高
森
伊
予
守
の
後
え
い
を
唱
え

る
人
が
今
は
余
り
に
も
多
い
。
遠
く
は

青
森
、
静
岡
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
楽

し
い
こ
と
に
は
漫
画
の
第

一
人
者

「
巨

人
の
星
」
の
作
者
梶
原

一
騎
氏
も
堂
々

と
高
森
伊
予
守
の
直
系
を
名
乗

っ
て
い

ら
れ
る
。
ま
さ
し
く
歴
史
は
ロ
マ
ン
で

あ
る
。

ヽ
ヽ
，、０
百
員

、
　
　
高
森
町
外
三
か
村

マ
、
ф
ィ
盾
ハ

ヽヽ

　

清
掃
組
合

職

員

総 収 助 町

入

固
定
資
産
係
長
　
岩
下
十
三
男
―
―

岩
下
　
茂
巳
　
　
固
定
資
産
評
価

・
土
地

（固
定
資
産
全
般
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
屋

経

済

課

長
　
佐
伯
　
誠
喜

高
原
開
発

・
林
業
振
興

畜
産
振
興

米
穀

・
水
田
・
農
業
振
興

農
業
委
員
会

・
農
業
者

年
金

役 役 長

敏

|

狭
山
事
件
で
今

日
も
無
実
を
叫
び

続
け
て
い
る
部
落

出
身
の
石
川

一
雄

さ
ん
の
幼
年
時
代

か
ら
青
年
時
代
に

か
け
て
の
生
い
た

ち
は
ど
う
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

彼
は
昭
和
十
四

後 佐 佐 |||

藤 ナ1終 伯 斐

皓 幸 実 利
一 一 範 男

一 ‖′iし 昭
紀 子 文

ミ
ホ
ー
阿
部
　
恭
二

入

。
歳
出
）

行
政
全
般

・
消
防

予
算
。起
債
。貯
蓄
奨
励

文
書
受
付

・
広
報

，

自
衛
隊

町
長
車
運
転

・
管
理

戸
籍

・
各
種
証
明

老
人

。
身
障
者
福
祉

生
活
保
護

。
社
協

児
童
・
母
子
福
祉
。
保
育
所

狂
大
病
予
防
・
環
境
衛
生

母
子
保
健

・
予
防
接
種

保
険
税
賦
課

国
保
給
付

保
健
婦

徴
収

。
検
認

。
庶
務

高

森

伊

予

守
余
話 助   役 町 長 室

応 接 室

電
話
交
換
室

収入役

町民課長 総務課長

行

政

係

蜃
出閻
ヨ屁

フ Ц
gl『
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１４
日
に
休
暇
村
で

自
然
教
室
ひ
ら
く

環
境
庁
は

「
自
然
に
親
し
む
運
動
」

月
間
と
し
て
本
町
の
南
阿
蘇
国
民
休
暇

村
で

「自
然
教
室
」
を
開
き
ま
す
。

こ
の
教
室
は
自
然
に
親
し
み
、
理
解

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
専
門
講
師
の
指

導
で
野
鳥
や
コ
ン
虫
、
植
物
の
観
察
な

ど
を
楽
し
み
ま
す
。
だ
れ
で
も
無
料
で

す
か
ら
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ｉ
・■

▼
日
時
　
八
月
十
四
日
午
前
八
時
半

―
十
時
▼
集
合
　
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村

８
月
３０
日
か
ら
皇

宮
護
衛
官
を
募
集

人
事
院
と
皇
宮
警
察
本
部
で
は
阜
官

護
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
白
工官
護

衛
官
は
皇
居
、
御
所
、
御
用
邸
な
ど
の

警
備
お
よ
び
天
皇
、
皇
后
、
白
二太
子
、

皇
太
子
妃
そ
の
他
の
皇
族
の
誰
衛
な
ど

の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
　

八
月
二
十
日

（火
）

か
ら
九
月
十
二
日

（月
）
ま
で

【受
付
資
格
】
　
昭
和
二
十
九
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
三
十
五
年
四
月

一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子

（学
歴
不
問
）

【試
験
日
】
　

▽
第

一
次
＝
十
月
二
十

会
　
議
　
室

第
二
庁
舎
（三
階
）

と
や
経
験
し
た
こ
と
な
ど
。

【
字
数
】
　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚

（千
二
百
字
）
以
内

【募
集
期
間
】
　

六
月
十
五
日
か
ら
九

月
五
日
ま
で

【原
稿
の
送
り
先
】
　

北
九
州
市
小
倉

北
区
紺
屋
町
十
三
―

一
（
０
八
〇
二
）

作
百
名
。

移
住
と
協
力
隊
の

映
画
会
へ
ど
う
ぞ

国
際
協
力
事
業
団
熊
本
支
部
で
は
、

み
な
さ
ん
と
の
意
思
疎
通
を
よ
り
深
め

る
た
め
、
熊
本
県
お
よ
び
熊
本
市
後
援

で

「
移
住
と
協
力
隊
」
の
映
画
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
　

八
月
十
八
日

（木
）
午
後

六
時
半
か
ら
八
時
半
ま
で

【
場
所
】
　
熊
本
市
花
畑
町

一
―
四
東

京
生
命
ビ
ル
内

者
。
②
就
労
に
伴
い
、
本
人
の
自
動
車

の
操
向
装
置
お
よ
び
駆
動
装
置
な
ど
の

一
部
を
改
造
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

【
助
成
経
費
】
十
万
円
を
限
度
と
し
て

県
の
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
助
成
。

【申
請
手
続
】
自
動
車
改
造
費
助
成
申

請
書
に
①
改
造
諸
経
費
の
見
積
書
②
住

民
票
お
よ
び
住
民
税
の
課
税
証
明
書
を

添
え
て
町
福
祉
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
同
係
が
説
明
し
ま
す
。

熊
本
の
名
勝
百
景

ハ
ガ
キ
で
募
集
中

熊
本
県
と
熊
本
の
風
土
と
こ
こ
ろ
編

集
委
員
会
で
は
、
熊
本
の
自
然
や
文
化

遣
産
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
ふ
る
さ
と
見
直
し
運
動
の
一
環

と
し
て
、
熊
本
の
名
勝
百
景
を
み
な
さ

ん
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
町
の
景
勝
地
も
こ
の
機

会
に
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
次
の
要
領
で
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

【
投
票
方
法
】
　

▽
休
暇
村
か
ら
見

た
根
子
岳
▽
高
森
峠
の
九
十
九
曲
り
―

な
ど
と
官
製
は
が
き

一
枚
に
一
か
所
を

書
き
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
も
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

【送
り
先
】

熊
本
市
水
前
寺
六
丁

目
十
八
番

一
号

（
一０
八
六
二
）
熊
本
県

林
務
部
観
光
課

【応
募
期
間
】
　

六
月

一
日
か
ら
十

月
三
十

一
日

（消
印
ま
で
有
効
）

林
業
構
造
改
善
事
業

農
振
地
域
整
備

・
山
村

特
対

。
同
和
対
策

団
体
営
農
道
蓼
備

。
農
免

農
地
災
害
復
旧

補
助
事
業

。
土
木
全
般

″
　
　
　
　
　
　
″

災
害

・
土
木
全
般

″
　
　
　
　
″

庶
務

町
有
造
物
の
建
築

。
営

繕維
持
管
理

水
道
庶
務

町
有
財
産
の
管
理

・
処
分

公
用
車
両
の
整
備
点
検

町
有
林
野
の
造
成
管
理

商
工

・
観
光
全
般

消
費
者
行
政

・
統
計

交
通
安
全

。
地
籍
調
査

戸
籍

。
庶
務

住
民
基
本
台
帳

。
庶
務

保
健
婦

徴
収

戸
籍

。
庶
務

住
民
基
本
台
帳

。
庶
務

議
会
・
監
査
事
務
・
饗
や李

学
校
施
設

・
予
算

庶
務

青
少
年

・
社
会
体
育

文
化
財

三
日
▽
第
二
次
＝
十

一
月
二
十
四
日
、

二
十
五
日
の
い
ず
れ
か
の
日
を
指
定

【
受
験
手
続
】
　
郵
便
で
申
し
込
み
用

紙
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

赤
字
で

「
皇
宮
請
求
」
と
書
き
、
五
十

円
切
手
を
は
っ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信

用
封
筒
を
同
封
の
う
え
、
東
京
都
千
代

田
区
千
代
田

一
番
三
号

（
一０
一
〇
〇
）

皇
居
警
察
本
部
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

小
中
学
生
対
象
に

貯
蓄
の
作
文
募
集

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
で
は
、
全
国

の
小

・
中
学
生
を
対
象
と
し
た

「貯
蓄

の
作
文
」
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。

【
標
題
】
　
自
由
。
ほ
く
の
貯
蓄
、
わ

が
家
の
貯
蓄
、
小
使
い
帳
の
記
帳
、
お

金
や
物
の
大
事
さ
に
つ
い
て
感
じ
た
こ

第
二
庁
舎
（
一
階
）

Ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

惑

　

【
趣

味

】

油

絵

ｏ
日

本

画

　

　

一

ヽ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

¨
　
　
　
　
合
円蘇
保
健
所
高
森
支
所
勤
務
〉

」

´
・ｒ
ｔ
〓
・
′
ｔ
′
ヽ
■
ヽ
′
ヽ
ｒ
ｌ
・
●
´
ヽ
′
ヽ
ｒ
ｔ
ｒ
ヽ
●
１
”

毎
日
新
聞
西
部
本
社
学
生
新
聞
編
集
部

「貯
蓄
の
作
文
」
係

【
入
選
発
表
】
　
十
月
十
七
日
付
の

毎
日
新
聞

【
賞
】
　
特
選
五
名

（賞
状
と
テ
ー

プ
レ
コ
ー
ダ
ー
）
ほ
か
秀
作
十
名
、
佳

第
二
庁
舎
（
一
階
）

第
二
庁
舎
（三
階
）

身
障
者
用
自
動
車

県
が
改
造
費
助
成

県
で
は
重
度
身
体
障
害
者
の
社
会
復

帰
の
促
進
を
図
る
た
め
、
本
年
六
月
か

ら
身
体
障
害
者
用
の
自
動
車
を
改
造
す

る
と
き
は
助
成
金

を
交
一付
し
て
い
ま

す
。【

助
成
対
象
者
】
①
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
低
所
得
世
帯
の

重
度
の
下
肢
、
ま
だ
は
体
幹
機
能
障
害

商
工
観
光
課
長
　
岩
下
美
智
夫

商
工
観
光
係
長
　
野
尻
　
逸
司

企

画

課

長
　
後
藤
　
恒
夫

企

画

係

長
　
住
吉
　
五
夫
⊥
―

（振
興
計
画

・
企
画
）
　
　
　
　
一―

草
部
出
張
所
長
　
古
庄
　
末
幸

徴

収

係

長
　
甲
斐
　
元
紀

村
島
兵
志
郎

古
沢
　
建
生

二
子
石
　
衛

甲
斐
富
美
子

小
椋
　
良
子

甲
斐
　
達
志

野
尻
出
張
所
長
　
瀬
井
　
達
老

議
会
事
務
局
長
　
岩
下
　
信
夫

庶

務

係

長
　
有
働
　
和
幸
―
―

古
庄
　
秀
子

教
　
育

　
長
　
今
村

俊
男

―

多

日

　

ｕ

火

庶

務

係

長
　
後
藤
　
万
蔵
―
一‐
柿
防
　
利
刊

社
会
教
育
指
導
主
事
　
岩
下
　
時
雄

‥
●
´
¨
■
”
ピ

―ヽ

ヨ

Ｌ
」

彗
ヽ
一

一
　

　

ｔ
卜

　

一　

　

一―

ラ

¨

一―
Ｉ
Ｌ
コ
て
―
　

″
口

，
ヘ

農
林
振
興
係
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て
天
正
年
中
阿
蘇
殿
を
頼
み
ま
か
り
越

し
た
。
阿
蘇
家
落
去
の
際
、
黒
岩
村
に

居
住
任
り
、
御
百
姓
数
代
、
私
父
和
太

右
衛
間
が
明
和
年
中
地
侍
と
な
っ
た
」

（弥
三
右
衛
門
家
）
。
他
の
二
家
も
同

．
阿
蘇
家
没
落
の
後
、
そ
の
家
臣
た
ち

は
四
散
、
由
縁
の
あ
る
土
地
に
定
着
し

て
農
業
を
営
み
ま
し
た
。
し
か
し
野
尻

手
永
の
北
部

一
帯
は
広
，漠

た
る

原̈
野

で
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
開
墾
も
ほ
と

ん
ど
進
ん
で
い
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
黒
岩
の
森
氏
、
市

野
尾
の
白
石
氏
、
吉
尾
野
、

峰
の
宿
の
二
子
石
氏
は
同
族

相
助
け
て
、
こ
の
火
山
灰
地

そ
し
て
高
冷
地
に
取
り

組

み
、
り

つ
ば
な
農
村
を
形
成

し
た
の
で
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
村
々
は
ほ
と
ん
ど

同
族
の
み
で
維
持
繁
栄
し
て

き
た
の
で
す
。

市
野
尾
の
白
石
家
に
つ
い

て
は
、
三
百
年
前
の
先
祖
付

に
自
石

清
兵
衛
が

あ

り
、

「
私
の
先
祖
白
石
伯
老
日
（
ほ

う
き
）
は
阿
蘇
大
宮
司
の
ご

家
来
で
、
河
原
村
御
百
姓
数
代
、
私
の

親
源
七
か
ら
地
侍
に
な
っ
た
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
野
尾
に
現

存
す
る
先
祖
塔
に
は

「
元
祖
惟
俊
公
、

阿
蘇
公
の
御

一
門
に
て
天
正
年
中
当
地

に
て
住
せ
ら
れ
」
と
あ
り
ま
す
。
恐
ら

く
阿
蘇
家

一
門
か
ら
家
来
に
な

っ
た
の

で
し
ょ
う
。
文
政
度
先
祖
付
に
は
勇
助

と
角
右
衛
門
の
二
家
が
見
え
ま
す
。

二
子
石
家
に
つ
い
て
は
文
政
度
先
祖

付
に
、
村
太
と
勘
三
郎
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。「私

先
祖
は
阿
蘇
殿
の
家
来
二
子
石

九
郎

工
門
の
子
孫
で
農
民
に
相
成
り
矢

津
田
村
の
内
吉
尾
野
と
申
す
所
で
御
百

姓
と
な
っ
た
。
私
は
文
化
三
年
御
直
触

に
な
っ
た
」

（村
太
家
）
と
あ
り
、
勘

三
郎
の
方
は
同
族
で
峰
の
宿
村
農
民
と

な
り
、
文
化
六
年
に
御
直
触
に
な
っ
た

と
あ
り
ま
す
。
九
郎
左
衛
門
は
阿
蘇
家

の
宿
将
で
、
現
久
木
野
村
の
二
子
石
を

領
知
し
て
い
た
よ
う
で
、
今
も
上
二
子

石
に
そ
の
屋
敷
跡
が
残

っ
て
い
る
と
、

「南
郷
事
蹟
考
」
に
見
え
ま
す
。

黒
岩
の
森
家
は
野
尻
手
永
で
、
最
も

早
く
記
録
に
見
え
る
家
で
す
。
三
百
年

前
の
先
祖
付
に
和
太
右
衛
門
が
あ
り
、

文
政
度
先
祖
付
に
、
弥
三
右
衛
門
、
弥

内
、
角
兵
衛
の
三
家
が
見
え
ま
す
。

「私
先
祖
は
豊
後
国
玖
珠

（く
す
）

郡
の
領
主
で
あ

っ
た
が
、
浪
人
と
な
っ

脳
卒
中
が
依
然
ト
ッ
プ

健
康
管
理
に
定
期
検
診
を

野
尻一イ̀
―」卜^
可
~

水

の

ゴヒ
L

ス″

ー

ヨK

町
で
は
こ
の
ほ
ど
昨
年

一
年
間
の
死
亡
統
計
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
統
計

は
、
毎
年
の
死
亡
数
や
死
亡
原
因
を
調
べ
、
町
民
の
保
健
活
動
に
役
立
て
て
い

る
も
の
で
す
。　
一
昨
年
の
死
亡
者
三
十
五
人
に
比
べ
、
昨
年
の
死
亡
者
は
四
十

二
人
と
、
か
な
り
の
増
加
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

気
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ

っ
て
、　
一
昨
年

六
人
で
あ

っ
た
の
が
、
昨
年
は
八
人
と

ふ
え
る
傾
向
が
出
て
お
り
、
恐
れ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
最
近
ふ
え
つ
つ
あ

る
ガ
ン
検
診
も
、
そ
の
対
策
へ
の
熱
意

を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

″
ガ
ン
に
か
か
っ
た
ら
絶
対
ダ
メ
だ
″

と
い
わ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
定
期
検
診

に
よ
る
早
期
発
見
、
早
期
治
療
こ
そ
が

助
か
る
道
と
い
え
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
心
臓
、
血
圧
、
ガ
ン
に

よ
る
死
亡
者
が
四
十
三
件
の
う
ち
三
十

四
件
と
七
七
一で
を
占
め
て
い
ま
す
。
病

気
は
い
つ
襲

っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
が
自
分
で
あ
り
、
自
分
の
家

族
で
な
い
こ
と
を
い
っ
た
い
だ
れ
が
保

障
で
き
ま
し
ょ
う
か
。

町
の
小
椋
、
橋
本
両
保
健
婦
は
病
気

に
か
か
ら
な
い
早
道
で
あ
る
健
康
管
理

に
つ
い
て
次
の
よ
う

に

話

し
て
い
ま

す
。ひ

と
口
に
い
う
と
規
則
正
し
い
日
常

生
活
を
す
る
こ
と
で
す
。
と
く
に
高
血

圧
は
食
事
に
気
を
つ
け
る
こ
と
。
入
浴

も
熱
湯
や
長
時
間
は
絶
対
ダ
メ
。
脳
出

血
な
ど
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
十
分

睡
眠
を
と
り
、
過
労
は
避
け
る
こ
と
が

大
切
。
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
危
険
で

す
か
ら
、
最
低
年
に
一
回
の
検
診
励
行

は
守
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
案
外
、
検

診
を
受
け
な
い
人
が
思
わ
ぬ
病
気
で
倒

れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。

高冷地開墾に取組む

ど
ん
ど
ん
の
び
る
日
本
の
平

均

寿

命
、
つ
い
に
日
本
は
男
七
十
二
歳
、
女

七
十
七
歳
と
、
世
界
の
長
寿
国
の
仲
間

入
り
を
は
た
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
本

町
の
死
亡
者
は

統
計
上
は
ど
う

な

っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

町
保
健
婦
の
ま
と
め
た
死
亡
者
統
計

に
よ
る
と
、
五
十

一
年
中
に
な
く
な

っ

た
人
は
四
十
三
人
、
そ
の
前
年
が
三
十

五
人
、
そ
の
前
々
年
の
四
十
九
年
が
四

十
二
人
で
し
た
か
ら
減
少
と
増
加
の
く

り
か
え
し
が
実
態
と
い
え
ま
す
。

統
計
に
よ
る
と
、
町
民
の
死
亡
原
因

の
最
高
は
心
臓
疾
患
で
す
。
心
筋
硬
塞

（
こ
う
そ
く
）
や
心
不
全
、
そ
れ
に
心

臓

マ
ヒ
で
十
六
人
が
他
界
し
ま
し
た
。

次
に
多
い
の
が
脳
出
血
。
い
わ
ゆ
る
高

血
圧
が
そ
の
主
な
原
因
と
い
わ
れ
る
も

の
。
昨
年
、　
一
昨
年
と
も
同
数
の
七
人

が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
町
民
の

五
人
の
う
ち

一
人
は
高
血
圧
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

次
に
第
二
位
を
占
め
て
い
る
の
が
ガ

ン
。
い
ま
で
は
い
ち
ば
ん
恐
ろ
し
い
病

●   ●

●   ●

□13

本

田

秀

行

祖
と
記
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
弥
三

右
衛
門
家
は
、
豊
後
岡
原
村
に
御
赦
免

開
き
壱
町
壱
反
を
拝
領
し
て
い
る
と
記

し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
ほ
ど
広
範
囲

に
開
墾
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

以
上
、
三
点
と
も
こ
の
地
域
で
最
も

立
地
条
件
の
悪
い
と
こ
ろ
を
数
代
百
余

年
に
亘
っ
て
経
営
し
、
よ
い
耕
地
に
仕

上
げ
た
の
で
す
。
早
朝
か
ら

深

夜

ま

で
、
正
に
寝
食
を
忘
れ
て
財

を
蓄
積

し
、
多
額
の
寸
志
献
金
を
し
て
在
御
家

人
と
し
て
高
い
地
位
を
獲

得

し
ま
し

た
。
中
で
も
吉
尾
野
な
ど
は
、
よ
ほ
ど

裕
福
で
あ

っ
た
と
見
え
て

「野
尻
美
名

録
」
に
、
手
永
平
和
二
色
と
し
て
、
倉

地
村
と
と
も
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
人
の
汗
の
結
昌
で
あ
る
こ
の
村
々
を

荒
廃
か
ら
防
ぎ
、
そ
し
て
護
り
通
す
こ

と
は
現
在
の
私
ど
も
の
悲
願
で
な
く
て

は
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
。

や
が
て
お
盆
を
迎
え
る
。
平
素
は

過
疎
の
波
に
洗
わ
れ
て
沈
滞
し
が
ち

な
故
郷
も
、
ち
ょ
う
ど
学
校
の
夏
休

み
と
重
な
り
、
学
生
た
ち
は
も
ち
ろ

ん
、
墓
参
り
に
訪
れ
る
遠
方
の
親
類

や
、
ま
た
都
会
の
就
職
先

か
ら
休
暇
で
帰
る
若
者
た

ち
の
華
や
い
だ
姿
や
、
は

ず
ん
だ
声
で
急
に
に
ぎ
や

か
に
な
る
。
し
ば
ら
く
の

間
楽
し
い
活
気
に
満
ち
た

ふ
ん
い
気
に
流
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。

七
日
は
墓
掃
除
。　
一
年

間
た
ま
っ
た
落
葉
を
か
き
、
草
を
取

り
、
新
し
い
竹
の
カ
ッ
ポ
に
野
の
花

が
飾
ら
れ
る
と
、
寂
し
い
静
寂
境
も

見
違
え
る
ほ
ど
明
る
く
な
る
。
私
の

子
供
の
こ
ろ
は

「
墓
参
り
」
と
い
っ

い
出
な
ど
を
語
り
合
う
な
ら
わ
し
で

あ

っ
た
。
私
た
ち
は
酒
を
汲
み
交
わ

す
大
人
の
そ
ば

で
、　
″
ふ
く

ら

か

し
″
と
い
う
万
十
を
ほ
お
ば
り
な
が

ら
、
ま
だ
見
た
こ
と
も
な
い
爺

（じ

い
）
婆
や
遠
い
先
祖
の
こ
と
な
ど
を

聞
き
覚
え
た
り
、
そ
の
血
を
受
け
継

い
だ
自
分
を
改
め
て
意
識
し
た
も
の

だ

っ
た
。

さ
て
、
話
は
脇
道
に
そ
れ
た
が
、

墓
に
捧
げ
ら
れ
る
野
の
花
は
す
べ
て

盆
花
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
、
音
は

い
ち
い
ち
名
前
を

覚

え

な
か
っ
た

が
、
そ
の
中
で
特
に
私
の
好
き
な
の

が
こ
の
ミ
ソ
ハ
ギ
で
あ

つ
た
。
こ
の

花
は
池
や
沼
や
無
田
と
呼
ば
れ
る
湿

地
に
咲
く
紫
紅
色
の
花
で
あ
る
。

野
尻
で
は
時
々

「
お
や
っ
、
こ
ん

な
と
こ
ろ
に
沼
が
あ

っ
た
か
な
」
と

思
い
が
け
な
い
と
こ
ろ
で
池
や
沼
を

発
見
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
に
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
に
寂
し
く
、

わ
び
し
い
水
の
ほ
と
り
も
、
ま
る
で

ニ
ン
フ
の
よ
う
に
こ
の
ミ
ソ
ハ
ギ
の

花
が
咲
い
て
い
る
と
、
あ
た
り
が
い

か
に
も
華
や
い
で
、
あ
げ
か
け
た
腰

も
も
う

一
度
下
し
、
ゆ

っ
く
リ
タ
バ

コ
を
楽
し
み
た
く
さ
え
な
る

（
ミ
ソ

ハ
ギ
科
）

高
森
町
文
化
財
保
護
委
員

佐
藤
　
武
之

ギ
ヽノソ、

ヽ
ヽ

８
月
末
か
ら
ガ

ン
検
診
始
ま
る

昨
年
の
ガ
ン
検
診
に
は
七
百
五
十

一

人

（胃
二
百
三
十
五
人
、
婦
人
五
百
十

六
人
）
が
受
診
。
そ
の
う
ち
要
精
密
者

が
三
十
人
も
発
見
さ
れ
、
ガ
ン
や
胃
か

い
よ
う
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
役

立
ち
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
町
で
は
こ
と

し
も
県
対
ガ
ン
協
会
の
協
力
を
得
て
、

婦
人
検
診
お
よ
び
胃
検
診
を
次
の
日
程

で
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
場
所
、

時
間
に
つ
い
て
は
近
く
回
覧
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
婦
人
検
診
　
八
月
二
十
九
日
か
ら
九

月
二
日
ま
で

（
五
日
間
）

▼
胃
検
診
　
九
月
十
九
日
か
ら
二
十
二

日
ま
で

（
四
日
間
）

初
盆
の
接
待
は
お
茶
だ
け
に
／

お
参
り
す
る
と
き
の
包
み
銭
は
、

ロ
ー
ソ
ク
、
線
香
代
と
い
う
本
来
の

趣
旨
に
か
え
り
見
え
を
は
ら
な
い
よ

う
に
―
。
ま
た
初
盆
の
接
待
は
お
茶

だ
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

∧
社
会
教
育
委
員
会
∨

て
、
こ
の
墓
掃
除
の

角
）
あ
と
、
酒
や
重
箱
を

＜

持
ち
寄

っ
て
先
祖
を

し
の
び
、
故
人
の
思

昨
年
の
死
亡
統
計
ま
と
ま
る

口 ■
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町
が
五
十

一
年
度
事
業
と
し
て
、
高

森
昭
和
の
中
川
原
団
地
に
建

設

し
た

「
町
民
セ
ン
タ
ー
」
は
、
六
月
か
ら

一

般
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
老
人
、
婦
人
、
青
年
な

ど
、
す
べ
て
の
人
が
教
育
の
向
上
や
レ

ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
気
軽
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
建
設

し

た

も
の

で
、
施
設
内
部
は
老
人
室

（会
議
室
）

を
は
じ
め
、
調
理
実
習
室
、
青
年
婦
人

室
、
図
書
室
、
視
聴
覚
室
、
浴
室
な
ど

が
あ
り
、
外
の
広
場
に
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
ニ
面
も

完
備

さ
れ
て

い
ま

す
。同

セ
ン
タ
ー
は
毎
週
月
曜
日
が
休
館

の
は
か
は
、
毎
日
午
前
八
時
半
か
ら
午

後
五
時
ま
で
を
開
館
。
特

別
な
理
由
が
あ
れ
ば
管
理

者

（町
長
）
の
許
可
を
受

け
て
、
午
後
十
時
ま
で
利

用
す
る

こ
と
も

で
き

ま

す
。
ま
た
研
修

・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
後
に
入
浴

も
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
申
込
書
を
出

し
て
い
た
だ
く
と
、
昼
間

に
限
っ
て
別
料
金
で
入
浴

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

ほ
か
ロ
ビ
ー
、
図
書
室
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
だ

け
の
使
用
は
無
料
。
監
視

人
の
許
可
を
受
け
て
自
由

に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
現
在
、
図
書

室
に
は
蔵
書
が
あ
り
ま
せ

利  用  料  金

研
修

・
レ
ク
リ
ー
に
ご
利
用
を

ん
ｃ
町
で
は
将
来
、
各
分
野
の
図
書
を

取
り
そ
ろ
え
る
計
画
で
い
ま
す
が
、
さ

し
あ
た
っ
て
は
、
み
な
さ
ん
に
寄
付
を

呼
び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
家
庭
で
、
参
考
書
や
辞
典
、

単
行
本
な
ど
不
要
な
書
物
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
ご
恵
贈
く
だ
さ
い
。

同
セ
ン
タ
ー
は
み
な
さ
ん
の
強
い
要

望
で
建
て
ら
れ
た
み
な
さ
ん
の
た
め
の

施
設
で
す
。
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
あ

と
の
利
用
者
の
こ
と
を
考
え

″来
た
と

き
よ
り
美
し
く
″
の
気
持
で
後
始
末
に

十
分
気
を
配

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

な
お
町
民
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
は

②
ｌ
７
９
２
。
施
設
の
管
理
、
利
用
受

け
付
け
は
管
財
課
が
担
当

し

て

い
ま

す
。

フ
ィ
が
返
還
さ
れ
、競
技
説
明
の
あ
と
、

第

一
競
技
の
学
科
試
験
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
交
通
規
則
と
道
路
標
識
の
問
題

が
出
さ
れ
、
全
員
汗
を
流
し
な
が
ら
解

答
用
紙
に
向
ち
て
い
ま
し
た
。

実
技
テ
ス
ト
は
体
育
館
に
設
け
ら
れ

た
模
技
道
路
で
乗
車
競
技
を
競
い
ま
し

た
。
関
門
の
順
序
を
間
違
え
た
り
、
交

通
ル
ー
ル
違
反
、　
コ
ー
ス
か
ら
脱
輪
、

乗
車
姿
勢
が
悪
い
と
減
点
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
会
場
に
は
引
卒
の
先
生
や
父

兄
が
応
援
に
つ
め
か
け
、
盛
ん
に
子
供

た
ち
に
声
援
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

団
体
は
各
チ
ー
ム
上
位
三
人
の
総
合

点
で
争
わ
れ
、
千
点
満
点
の
う
ち
平
均

九
百
十
八
点

を
と
っ
た

白
水
小
が

優

勝
、
河
原
小
は
八
百
十

一
点
で
三
位
で

し
た
ｃ詩

画
集

「阿
蘇
の

う

た
」
を

出

版

町
出
身
の
島
田
画
伯

東
京
で
活
躍
し
て
い
る
本
町
出
身
の

画
家
、
島
田
興
司
さ
ん
（四
〇）が
、
こ
の

ほ
ど
詩
画
集

「
阿
蘇
の
う
た
」
を
出
版

し
ま
し
た
ｃ

島
田
さ
ん
が
昨
年
高
森
で
入
院
生
活

を
送
っ
た
際
に
墨
で
描
い
た
阿
蘇
の
ス

ケ
ッ
チ
画
十
四
枚
と
、
阿
蘇
に
関
し
た

詩
、
短
歌
、
俳
句
が
三
十
五
ペ
ー
ジ
に

わ
た
っ
て
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　
一
部

の
定
価
は
五
百
円
。
上
町
の
吉
井
履
物

店
お
よ
び
旭
通
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ク

ラ
ウ
ン
」
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

月
曜
除
き
い

つ

じ
開
館 ●

●

河原小チームが 3位

1瑯蹴帥 子供自転車大会

阿
蘇
南
部
地
区
の
第
五
回
子
供
自
転

車
大
会
が
七
月
二
日
長
陽
村
の
東
海
大

学
体
育
館
で
開
か
れ
、
本
町
か
ら
出
場

し
た
河
原
小
が
三
位

に

入

賞
し
ま
し

た
。　
　
．

阿
蘇
南
部
地
区
交
通
安
全
協
会
が
高

森
署
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
開
い
た
も
の

で
、
大
会
に
は
河
原
、
白
水
、久
木
野
、

長
陽
、
長
陽
西
部
の
五
つ
の
小
学
校
か

ら
代
表
各
五
人
、
合
わ
せ
て
二
十
五
人

の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

昨
年
優
勝
の
白
水
小
か
ら
優
勝
ト
ロ

実技テス トを受ける河原小チーム

利 用 人 員

10人 ま で

11人 ～ 20人

100円 200円 500円

1・ 000円

1,500PI

200円

300円

400円

400円

600円21人 ～ 30人

31人 ～ 40人 800円 2.000円

41人 ～ 50人 500円

1,000円51人 ～ 100人

101人 ～ 150人 1,500円

1,000円 2,500円

2,000円 3.000EE]

3,000円 4,000円
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「町政を聞 く会」開 く

高森校区婦人会

身近かな要望が続出

森
峠

一
帯
の

チ
リ
散
乱
が

目
立
つ

の

で
、
チ
リ
か
ご
や
立
て
札
を
設
置
し
て

ほ
し
い
」

「
高
森
保
育
園
を
町
営
化
で

き
な
い
か
」
と
い
う
も
の
な
ど
。

こ
れ
に
対
し
て
岩
下
町
長
ら
は

「
河

川
災
害
に
つ
い
て
は
バ
イ
パ
ス
エ
事
な

ど
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
の
で
、
国
県

に
よ
る
全
面
復
旧
も
働
き
か
け
た
い
。

水
問
題
は
鉄
建
公
団
の
ボ
ン
プ
ア
ッ
プ

で
飲
料
水
、
か
ん
が
い
用
水
と
も
順
調

に
供
給
さ
れ
て
い
る
が
、
町
は
新
た
な

水
資
源
を
確
保
す
る
た
め
、
専
門
家
を

招
い
て
調
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
町

営
駐
車
場
の
確
保
は
、
将
来
高
森
警
察

署
が
色
見
寄
り
に
新
庁
舎
を
建
て
る
計

画
な
の
で
、
跡
地
を
交

渉

し
て
み
た

い
。
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建
設
は
一
部

を
予
算
化
し
て
い
る
が
、
用
地
の
選
定

で
難
行
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
要
望

に
つ
い
て
も
関
係
各
課
と
打
合
わ
せ
て

対
策
を
講
じ
た
い
。
し
か
し
乏
し
い
財

源
に
加
え
、
地
域
住
民
の
ま
と
ま
り
も

い
る
の
で
全
部
の
実
現
は
難
か
し
い
。

で
き
る
だ
け
希
望
に
そ
う
よ
う
努
力
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

６
〉

ハ
Ｕ

（Ｘ
）

％
の
投
票
率

参
議
院
議
員
選
挙

さ
る
七
月
十
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
が

無

事

終
わ
り
ま
し

た
。高

森
町
の
投
票
率
は
保
革
伯
仲
の
情

勢
が
町
民
の
関
心
を
呼
び
、　
八
〇

・

六
で
と
、
参
議
院
の
選
挙
で
は
い
ま
ま

で
に
な
い
高
い
投

票

率

を
示
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
数
字
も
郡
平
均
の

八
三

。
四
で
に
及
ば
ず
、
部
内
十
二
か

町
村
の
中
で
十

一
番
目
の
投
票
結
果
で

し
た
。

選
挙
は
私
た
ち
が
国
政
に
参
加
で
き

る
唯

一
の
手
段
で
す
。
投
票
日
に
対
す

る
心
構
え
を
い
ま

一
度
か
み
し
め
て
、

次
回
の
選
挙
で
は
棄
権
さ
れ
る
人
の
な

い
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吉森枝区婦人会の町政を聞く会

投票率

83.

80.54

78.30

71.13

78.51

83.61

80.56

84.25

84.86

81.89

77.80

73.57

84.62

76.56

60.87

73.36

83.82

①集落 センター

②菅 山 集 会 所

③芹 国大 師 堂

④永野原消防詰所

⑤中 村 集 会 所

⑥草北小集会所

⑦上 在 集 会 所

③高 森 町 役 場

⑨南 公 民 館

⑩色 見 小 学 校

⑪上色見小学校

⑫野 尻 小 学 校

⑬永 野 公 民 館

⑭尾 下 小 学 校

⑮鶴 林 豊 成 宅

⑮河 原 小 学 校

⑫本 田 末 久 宅

訓・

投   票  所

80.65

高
森
校
区
婦
人
会
は
町
政
に
対
す
る

婦
人
の
関
心
を
高
め
よ
う
と
、
六
月
二

十
九
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
町
長
ら
を
招

い
て

「
町
政
を
聞
く
会
」
を
開
き
ま
し

た
。
山
村
会
長
ほ
か
各
区
の
支
部
役
員

二
十
人
が
集
ま
り
、
役
場
か
ら
岩
下
町

長
と
小
鳴
町
民
課
長

が

出

席
し
ま
し

た
。山

村
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
岩

下
町
長
が
町
政
の
概
況
に
つ
い
て
話
が

あ
り
、
こ
の
あ
と
質
疑
に
入
り
ま
し
た

が
、
婦
人
側
か
ら
環
境
美
化
や
建
設
工

事
な
ど
身
近
か
な
こ
と
に
つ
い
て
活
発

な
質
問
が
で
ま
し
た
。

お
も
な
も
の
は

「
上
在
、
津
留
地
区

は
毎
年
河
川
災
害
に
あ

っ
て
い
る
の
で

対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
」

「国
鉄
ト
ン

ネ
ル
の
水
問
題
の
そ
の
後
は
―
」

「
町

営
駐
車
場
を
確
保
し
て
ほ
し
い
」

「
高

優勝した後藤建設(上)と下町 ドンキーズ(下 )

ソフ トボール

●

●
早
起
き
で
後
藤
建
設
が
優
勝

ナ
イ
タ
ー
は
下
町
ド
ン
キ
ー
ズ

高
森
中

。
高
両
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
た
早
起
き
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は

町
内
の
強
豪
三
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
。

五
月
六
日
か
ら
六
月
十
四
日
に
か
け
、

四
パ
ー
ト
の
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
、
こ

れ
に
勝
ち
残

っ
た
上
位
ニ
チ
ー
ム
、
計

八
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

み
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
ベ
テ
ラ
ン
ぞ
ろ
い
の
電
電

高
森
と
投
手
力
を
誇
る
後
藤
建
設
の
試

合
と
な
り
、
初
回
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
に
よ

る

一
点
を
守
り
抜
い
た
後
藤
建
設
が
優

勝
し
ま
し
た
。

ま
た
七
月
四
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、

高
森
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
ナ

イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
三
十
三

チ
ー
ム
が
参
加
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
各
チ
ー
ム
が
実
力
を
ぶ
っ
つ
け
合

っ

た
結
果
、
若
手
を
起
用
し
た
下
町
ド
ン

キ
ー
ズ
が
優
勝
し
ま
し
た
。


